
日　　　　時 平成３０年９月２４日（月・祝）13時00分～17時15分 　     (12時30分 受付開始)

お申込み方法

会        場 一橋講堂　中会議場
 東京都千代田区一ツ橋2-1-2 学術総合センター2階

平成 30 年 度 一 橋 大 学 政 策 フ ォ ー ラ ム

    食の安全をいかに守るか
　

  

 以下のＵＲＬへ平成 30 年９月 19 日 ( 火 ) までにお申込みください。

 https://hrs.ad.hit-u.ac.jp/v33/entries/add/146

    総合司会　青木人志 （一橋大学大学院法学研究科教授 )

12:30-　　　　 開場 ・ 受付

13:00-13:10　研究科長挨拶　只野雅人 （一橋大学大学院法学研究科長）

13:10-14:10　第一部　講演
                  ・ 基調講演 I　松本恒雄 （国民生活センター理事長 ・ 一橋大学名誉教授）
                      「食品安全法制の現状と課題」
                  ・ 基調講演 II　髙橋滋 （法政大学教授 ・ 一橋大学元副学長）
                      「食品安全法制プロジェクトについて－日本法への政策提言」

14:10-14:30　休憩

14:30-17:00　第二部　パネルディスカッション
               　   14 ： 30  セッションⅠ「行政法の立場からの政策提言」
                                  コーディネーター ： 田中良弘 （新潟大学）
                                  パネリスト ： 高橋滋 （法政大学）、 下山憲治 （名古屋大学）、 周蒨 （久留米大学）
                    15 ： 10  セッションⅡ「消費者保護法の立場からの政策提言」
                                  コーディネーター ： 滝沢昌彦 （一橋大学）
                                  パネリスト ： 松本恒雄 （国民生活センター）、 黒川哲志 （早稲田大学）、
                                                 林康史 （立正大学）、 宗林さおり （国民生活センター）
                    15 ： 50　 休憩
                    16 ： 00　 セッションⅢ「刑事法の立場からの政策提言」
                                   コーディネーター ： 王云海 （一橋大学）
                                   パネリスト ： 青木人志 （一橋大学）、 田中良弘 （新潟大学）、 藤原凛 （函館大学）
                    16 ： 40   コメントと応答

 17 ： 00      　閉会挨拶　髙橋滋 （法政大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　
参加費：無料

 

※定員になり次第締め切らせていただきます。

共  　 催

主  　 催

お問合せ

一橋大学大学院法学研究科

日中韓食品安全法制研究プロジェクト日本研究グループ

一橋大学法学研究科共同研究室（村上）

TEL：042-580-8842　E-mail：law-kk.g@dm.hit-u.ac.jp

－行政法・消費者保護法・刑事法からの政策提言－

助　　成　　  科学研究費助成事業基盤研究（B）



 
平成 30 年度第３回 一橋大学政策フォーラム 

食の安全をいかに守るか 

－行政法・消費者保護法・刑事法からの政策提言－ 

 
主  催：一橋大学大学院法学研究科 
共  催： 日中韓食品安全法制研究プロジェクト日本研究グループ 
助  成： 科学研究費助成事業基盤研究（B） 
日  時： 2018 年 9 月 24 日（月・祝）13：00～17：15（12：30 受付開始） 
会  場： 一橋講堂 中会議場（東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 学術総合センター2 階） 

 
人の生命・健康にかかわる「食の安全」をどう守るか。これは政治体制や文化の違いを超え

た、重要で普遍的な人権問題です。原材料調達、加工生産、販売市場のグローバル化に伴い、

いまや「食の安全」に対する政府・国民の意識の高まりは、国境を越えて広がっています。深

刻で大規模な被害へとつながる食品事故をいかに防止するか。また不幸にして被害が生じてし

まったときに、どのように被害の回復をはかり、誰がどのような責任を負うのか。このフォー

ラムでは、行政法、消費者保護法、刑事法の研究者が、法律学の立場から政策提言を行います。 

 

【プログラム】 

総合司会 青木人志（一橋大学大学院法学研究科教授） 
12:30- 開場・受付 

13:00-13:10 研究科長挨拶 只野雅人（一橋大学大学院法学研究科長） 

13:10-14:10 
 

第一部 講演 

・基調講演 Ⅰ 松本恒雄（国民生活センター理事長・一橋大学名誉教授） 

「食品安全法制の現状と課題」 

・基調講演 Ⅱ 髙橋滋（法政大学教授・一橋大学元副学長） 

「食品安全法制プロジェクトについて－日本法への政策提言」 

14:10-14:30 休憩 

14:30-17:00 第二部 パネルディスカッション 

14：30 セッションⅠ「行政法の立場からの政策提言」 

コーディネーター：田中良弘（新潟大学） 

パネリスト：高橋滋（法政大学）、下山憲治（名古屋大学）、 

周蒨（久留米大学） 

15：10 セッションⅡ「消費者保護法の立場からの政策提言」 

コーディネーター：滝沢昌彦（一橋大学） 

パネリスト：松本恒雄（国民生活センター）、黒川哲志（早稲田大学）、 

林康史（立正大学）、宗林さおり（国民生活センター） 

15：50 休憩 

16：00 セッションⅢ「刑事法の立場からの政策提言」 

コーディネーター：王云海（一橋大学） 

パネリスト：青木人志（一橋大学）、田中良弘（新潟大学）、 

藤原凛（函館大学） 

16：40 コメントと応答 

17:00- 閉会挨拶 髙橋滋（法政大学） 

 
お申込み方法：2018 年 9 月 19 日（火）までに下記よりお申込み下さい。 

https://hrs.ad.hit-u.ac.jp/v33/entries/add/146 

お問い合わせ：一橋大学法学研究科共同研究室（村上） 

TEL：042-580-8842 E-mail：law-kk.g@dm.hit-u.ac.jp 
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